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-輩巳Id:りんごが舎かれて

いて、日lこはりんごの形を

しだパックミラーがある。

・パスガイトのは芝は、り

んごがかかれてている。

.りんご|まどの員lこもまけ

怠い。

.りんごの信が茎い。

(
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4
年
)

-マークガりんごの影。

・ぉ屈のドアガりんご信巳怠って

いる。

・りんごの副長つくる。

・りんごのパッチをつけている。

cliffEl盆oii)

.りんご県の人は赤い服やりんご

のねくだいをしている。

・おひなさまは、りんご巴顔をか

いだもの。

・フォト×俳句|こはりんごlこまつ

わる匂とりんごの雪量。

・おみやげId:、りんごジユース、

あっぷるパイ、りんごサブレ0

.どうぶつはみんな「りんりん」

となく(りんご県だけ)。

.りんごの未をなーのちゃんがう

え、りんごの未でいっぱいにしよ

うとしている。 (LJhLJhち量)
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こども記者を県民巴して、こども記者

でりんご最の吾、誌を存つだりして「み

ん忽で搾るりんご員」を旨躍にやって

み芝いです。 (i1.¥!O)昆 CJ.ii)

ふじりんご市とかりんごの

邑通が市のざ前巴怠っている。
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選忌ことも結論伊スヨ lイレ
識差益(Ii語法菌0

1祈
躍f巣が量まなくてやキモキしていだXもいだと憩うけれITナλ
ど」と言われまし定。語毎年の踏の誼荏は誌斜面発韮。Ifl:-ヘ 小

iピ蹴韮!こjJ.~ていたかちしれません。 Iっκ ~)I~ ~ 
夫ミ手伝量品、まだ%壬のき免ありましたが、時の」ー-..:;;， . 

信に~~り lこはまつだ装いのまま、 「;主活最の善福がしたい」と7.)(量年記1;::7¥苦し
ましだ。夫誓4$1こなって、語録の長湯葉!こどんな歪量があるか誼べ定ら、長5.~金
量目新曲妊があって、いろいろ芯Xと詰ができる正事もいい主主あと墨験して、
主骨髄~r:通cなりましだ。
厳tdの蒔などlここ宝強誌なXIこ会うと、ドラマの単のXだったはずの北啓発韮

|こ法当 lこ直会えた急がして、白3きもiじ寄%~長みだいなXI;::なりたいなあとあらた
めて憩うのです。

※4月1日付でlI!I域活動自から転非掠量届lこ崇勤します。苔までありがとう。

20許容

-一目21留はりんごを蚕べる。.りんごを会てたらぱっ量。
..':_'~長巴こ器りんごの未がなければいけない。 (1m!議た通 弓量)
・必ず家r;::りんごがないといけない!

・りんごの末を夫坊!こする !(寄~弓量)

・みん毛ょがjcþ良くくらす。助け合う。(ボボO~ω量)
・員昆は通五11白りんごを食べないといけ左よい。 (Iaるlまう弓単)
.りんごを量目食べる。 (しのすじゅht:!() ω毎)

りんご黛の均事が援!と来定。そして、かぱんの

をガサゴソ保して怠巴が由てくるかと曽えば、怠ん

とりんご 1そしてー「これはだだのリンゴではない

んです。これを主し血すれっきとした是正邑もありま

す。もうお会かりでしょう。そう、これはりんご槙

の員長の註しなんです」と言っているのを免てしまっ

た。聞いてしまっ定。そしていまもそのリンゴは

ある。

じゃ私かった弓~子どものころの語は…
あこがれの五時辰夫誕生

r1ピti辰夫詫~J という、みんなのお~さんやお話さんか、もっと主の結のX
!ことっても均られているIJ¥草履の5主主がいます。誌が{士通などで夫詮なことがあっ
た録、古里3詫韮だっ芝らどうffi通るんだろうと愚ぃ定かべる、あこがれのXです。
五惑発韮は長候lこいるXではありません。誌がJ\~主主だっ左 30$奈り前iこ夫

ヒッ ト しだテレビドラマの圭又益です。新*のjピ母弟韮Id:~厳ちだくさんします。
でも、へこ芝れそう!こなっても立ち上がり、 ~J:五で菌鐘1こぶつかっていきます。
「くじけない男」、そして子どもたちの「ヒーロー」怠のです。

誌はIj，軍主の蒔からかなり長い商、%~長巴怠り芝いと憩っていました。~t;'~5も
呈の影曜もあるし、話わっ定詫~たちが拡lことって器量!こいい詫韮芝つだから。

ja;寺住の踏の%~は自立つタイプではなかった完がしますが、面t長が会からな
いおこもとても話り強<教えてくれました。それを誌は鍾えていなかったのです

が、支λlこなって弱から 「怠んとか夫きくなれ廷のち詫主のおかげ。舗の革!こは

くJ凶重テスト>

えらんだリンゴの邑で芯の邑がわか

ります。

①語いリンゴ ②長邑いソンゴ

③黛いリンゴ

************************** 
①萌るい元首芯会②完かがや<X
③おと左よしい人 (守屋つarぎ 2~王)


